
平成１６年度実践的研究助成対象研究一覧 
 

助成年度代表研究者 研究課題 
助成額 
（単位：万円）

（ ）内 累計
助成年度 

1 石 川  久 展 
(ルーテル学院大学教授・他計4名) 介護予防事業の介入対象者に対する介入前後の比較調査研究  <新規> 185 H16 

2 金 子  勇 
(北海道大学大学院文学研究科教授・他計7名) 情報化による世代共生の福祉コミュニティづくりに関する研究  <新規> 150 H16 

3 
高 橋 信 幸 
(長崎国際大学大学院人間社会学研究科教授・ 
他計4名) 

離島・過疎地域におけるケアリング・コミュニティ形成に関する研究 
－N県S町におけるインフォーマルサポートの活性化にむけて－  <新規> 137 H16 

4 福 井  一 
(奈良教育大学教育学部助教授・他計3名) 

高齢者を対象とした音楽療法効果の検証 
－科学的根拠に基づいた臨床モデル構築を目指して－  <新規> 128 H16 

5 宮 城  孝 
(法政大学現代福祉学部教授・他計9名) 

「健康いきいきノート」を活用した介護予防と自己実現プログラム開発に 
関する研究 <新規> 160 H16 

6 武 藤 芳 照 
(東京大学大学院教育学研究科教授・他計4名) 痴呆性高齢者の転倒・骨折の実態とその予防に関する研究 <新規> 120 H16 

7 岡 村 敏 之 
(広島大学大学院国際協力研究科助手・他計5名) 

高齢化が進行する都市郊外住宅地における「地域のあし」確保のための 
メニューづくりとその評価手法の開発  <継続２年目> 

170 
(343) H16,15 

8 峯 本 佳 世 子 
(大阪人間科学大学人間科学部助教授・他計7名) 

高齢者見守りシステムと福祉コミュニティ構築プロセスの研究 
－被災地における高齢者生活支援の試み－  <継続２年目> 

110 
(220) H16,15 

9 矢 野 宏 光 
(聖カタリナ大学社会福祉学部助教授・他計6名) 

離島に暮らす高齢者のメンタルヘルス改善に向けての実践的研究 
－運動療法と心理療法の複合的プログラム開発－  <継続２年目> 

180 
(360) H16,15 

10 木 村  み さ か 
(京都府立医科大学医学部看護学科教授・他計5名)

虚弱高齢者の介護予防のための実践的研究（要支援、要介護１程度に適用できる 
手軽に行える運動プログラムの作成・評価と運動習慣獲得への支援）   

170 
(320) H16,15 



11 中 井 久 子 
(大阪薫英女子短期大学生活科学科助教授・他計5名)

ホームヘルプサービスにおけるスーパーバイザー育成のプログラム開発   
<継続２年目> 

160 
(320) H16,15 

12 西 元 幸 雄 
(第二小山田特別養護老人ホーム施設長・他計13名)

痴呆性高齢者のニーズアセスメントとケアプラン作成に関する研究： 
痴呆性高齢者のニーズの明確化と尊厳を配慮したケアプラン作成指標の検討  

 <継続２年目> 
170 

(340) H16,15 

 


